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病
気
は
遺
伝
子
の
し
わ
ざ
で
す

が
、
環
境
因
子
も
関
係
し
て
き
ま

す
か
ら
、
同
じ
遺
伝
子
を
持
っ
て

い
て
も
発
病
し
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
病
気
の
遺
伝
子
が
眠
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
、
あ
る
時

期
、
あ
る
原
因
で
オ
ン
に
な
る
と
病
気
に

な
り
ま
す
。

　

ど
う
い
う
と
き
に
オ
ン
に
な
り
、

ど
う
す
れ
ば
オ
フ
に
な
る
か
は
、
遺

伝
子
暗
号
の
解
読
が
進
め
ば
、
か
な

り
の
確
率
で
予
測
が
つ
く
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
必
ず
、
精

神
作
用
の
影
響
も
明
る
み
に
出
て
く
る
は

ず
で
す
。

　

ガ
ン
と
い
う
病
気
が
治
療
し
に
く
い
の

は
、
発
ガ
ン
因
子
が
多
様
な
た
め
で
す

が
、
そ
こ
に
精
神
作
用
を
含
め
た
環
境
因

子
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
ガ
ン
に
は
、
発
ガ
ン
遺
伝
子

と
ガ
ン
抑
制
遺
伝
子
が
あ
っ
て
、
両
者
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
き
に
発
病
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
失
調
は
、
発
ガ
ン
遺

伝
子
が
オ
ン
で
、
ガ
ン
抑
制
遺
伝
子
が
オ

フ
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
ま
す
。
こ
の
オ

ン
・
オ
フ
は
、
そ
の
人
の
生
活
習
慣
や
考

え
方
に
よ
っ
て
も
違
っ
て
く
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　

ガ
ン
に
な
る
遺
伝
子
も
、
高
血
圧
に
な

る
遺
伝
子
も
、
人
間
は
誰
で
も
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
は
、
な
に

も
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体
に

と
っ
て
必
要
な
遺
伝
子
な
の
で
す
。

　

細
胞
の
中
で
お
と
な
し
く
調
和
し
て
い

れ
ば
、
何
も
問
題
は
起
こ
し
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
、
一
定
水
準
を
超
え
て
増
殖
し
て
し

ま
う
と
、
病
気
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
で

す
。
ガ
ン
は
ガ
ン
の
遺
伝
子
の
役
割
が
普

通
の
状
態
と
異
な
っ
た
と
き
に
発
病
す
る

も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
遺
伝
子
が
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
病
気

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

ガ
ン
細
胞
は
、
助
け
合
い
の
ル
ー

ル
を
破
り
、
自
分
だ
け
ド
ン
ド
ン
増

殖
し
て
、
器
官
を
お
か
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
人
間
の
身
体
そ
の
も
の
を
死
に
追

い
や
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ガ
ン
細
胞
自

身
も
死
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
エ
ゴ

は
、
下
手
を
す
る
と
、
ガ
ン
細
胞
の
よ
う

に
自
分
自
身
を
殺
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

閑話休題

ガ

ン

細

胞

の

よ

う

な

エ

ゴ

は

自

分

も

滅

び

る

筑
波
大
学
名
誉
教
授　

村
上　

和
雄 
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活 動
　

８
月
末
か
ら　

月
に
か
け
て
日
本
列
島

１０

各
地
を
襲
っ
た
度
重
な
る
台
風
は
、
各
地

で
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
河
川
の
氾

濫
、
土
石
流
等
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
人

命
が
奪
わ
れ
る
と
と
も
に
、
道
路
の
損

壊
、
家
屋
の
全
半
壊
や
床
上
・
床
下
浸
水
、

農
林
水
産
業
等
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
住
民
生
活
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

て
い
る
。

　

被
災
町
村
に
お
い
て
は
、
復
旧
作
業
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
復
旧
に
は
多
大
の
費
用
を
要
し
、
被

災
町
村
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
被
災
地

域
を
激
甚
災
害
と
し
て
早
期
に
指
定
す
る

と
と
も
に
、
災
害
復
旧
に
か
か
る
地
方
負

担
の
増
嵩
に
対
し
て
特
別
交
付
税
な
ど
に

よ
る
必
要
な
財
政
措
置
を
行
う
等
万
全
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
住
宅
災
害
に
つ
い
て
は
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
に
係
る
居
住
安
定
支

援
制
度
を
拡
充
し
、
被
災
者
に
対
す
る
１

日
も
早
い
生
活
再
建
に
つ
い
て
支
援
す
る

こ
と
。

台
風
に
よ
る
災
害
復
旧

台
風
に
よ
る
災
害
復
旧 

平
成
平
成
16
年
新
潟
県
中
越
地
震

年
新
潟
県
中
越
地
震 
台
風
に
よ
る
災
害
復
旧 

平
成
16
年
新
潟
県
中
越
地
震 

で
緊
急
要
望

で
緊
急
要
望 

で
緊
急
要
望 

全
　
国 

町
村
会 

　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男
福
岡
県
添
田
町
長
）
は
、
こ
の
た

び
「
台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
及
び
「
平
成　

年
１６

新
潟
県
中
越
地
震
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
決
定
し
、　

月　

日
、
北

１０

２６

信
越
地
区
の
魚
津
�
一
監
事
（
富
山
県
朝
日
町
長
）
が
、
内
閣
府
、
総

務
省
の
幹
部
と
面
談
し
、
要
望
事
項
の
早
期
実
現
方
を
要
請
し
た
。

台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
に
関
す
る
緊
急
要
望

△

総
務
省
瀧
野
自
治
財
政
局
長（
右
）に
要
請

す
る
魚
津
監
事（
左
）

　

去
る　

月　

日
に
新
潟
県
中
越
を
震
源

１０

２３

地
と
し
て
発
生
し
た
平
成　

年
新
潟
県
中

１６

越
地
震
は
、
家
屋
、
道
路
、
文
教
施
設
等

に
多
大
な
被
害
を
与
え
、
地
域
住
民
の
生

活
や
経
済
活
動
等
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

被
災
町
村
は
、
県
等
の
支
援
を
得
な
が

ら
、
な
お
断
続
的
に
余
震
が
続
く
不
安
の

中
で
懸
命
な
救
助
、
復
興
作
業
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
被
災
町
村
で
は
、
財

政
基
盤
が
脆
弱
で
あ
り
、
高
齢
者
も
多
く

地
域
の
存
立
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
に
も

一
層
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

る
。

　

つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
、
下
記
事

項
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
特
段
の
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。記

１
、
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
に
つ
い
て

　

今
回
の
新
潟
県
中
越
を
震
源
地
と
す
る

地
震
を
災
害
対
策
基
本
法
の
指
定
す
る
激

甚
災
害
に
早
期
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

災
害
救
助
法
及
び
激
甚
災
害
の
適
用
と
な

ら
な
い
町
村
に
も
、
実
質
的
に
同
等
の
支

援
が
あ
る
よ
う
、
現
行
制
度
の
一
層
の
拡

充
を
図
る
こ
と
。

２
、
地
方
交
付
税
、
地
方
債
等
に
よ
る

地
方
負
担
に
対
す
る
財
政
措
置
に
つ
い
て

　

災
害
復
旧
事
業
、
災
害
救
助
活
動
等
の

実
施
に
は
莫
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
、
被

災
町
村
の
財
政
が
著
し
く
圧
迫
さ
れ
る
の

で
、
町
村
に
対
す
る
財
政
支
援
と
し
て
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
を
図
る

こ
と
。

� 
災
害
救
援
、
災
害
復
旧
等
の
特
別
な
財

政
需
要
に
対
し
特
別
交
付
税
の
算
定
に
お

い
て
、
十
分
な
措
置
を
行
う
こ
と
。

� 
災
害
復
旧
事
業
の
財
源
と
な
る
地
方

債
の
要
望
額
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
交

付
税
措
置
の
充
実
並
び
に
早
期
許
可
を
行

う
こ
と
。

３
、
生
活
支
援
対
策
に
つ
い
て

� 
被
災
者
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
力

強
い
復
興
を
す
る
た
め
、
被
災
者
再
建
支

援
法
及
び
天
災
融
資
法
の
適
用
基
準
の
緩

和
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

� 
住
宅
災
害
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
再
建

支
援
法
に
係
る
居
住
安
定
支
援
制
度
を
拡

充
し
、
被
災
者
に
対
す
る
１
日
も
早
い
生

活
再
建
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
。

平
成　

年
新
潟
県
中
越
地
震
に
関
す
る
緊
急
要
望

１６
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政 策

▼
小
中
学
校
に
燃
料
電
池

　

脱
温
暖
化
社
会
の
構
築
で
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
有
効
な
燃
料
電
池
を
普
及
さ

せ
る
た
め
、
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
試
験
導
入
す
る
小
中

学
校
に
財
政
支
援
す
る
事
業
（
１
億
円
）

を
実
施
。　

年
度
は　

校
程
度
、　

年
度

０５

１０

０６

は　

校
程
度
で
設
置
し
て
も
ら
い
、
各
県

４０
１
校
は
燃
料
電
池
を
置
け
る
よ
う
に
す

る
。

　

燃
料
電
池
は
、
水
素
と
酸
素
の
化
学
反

応
で
得
ら
れ
る
電
気
や
熱
を
利
用
す
る
装

置
。一
般
家
庭
用
（
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
は
一

般
向
け
に
販
売
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
中
小

業
務
用
（　

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
は
普
及
へ
の
取

１０

り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
。そ
こ
で
学
校

に
中
小
業
務
用
の
燃
料
電
池
を
試
験
導
入

す
る
こ
と
で
、
普
及
の
呼
び
水
に
す
る
。

　

支
援
事
業
で
は
学
校
へ
の
設
置
費
用
の

半
額
を
国
が
、
残
る
半
額
を
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
負
担
。
補
助
対
象
は
、
給
食
を
自

校
方
式
で
作
っ
て
い
る
公
立
小
中
学
校
を

想
定
。
燃
料
電
池
は
調
理
な
ど
に
必
要
な

熱
と
電
力
を
供
給
す
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
加
速
さ
せ
る

た
め
、
集
中
的
に
導
入
す
る
地
域
を
支
援

す
る
モ
デ
ル
事
業
（　

億
円
）
を
実
施
す

１０

る
。
風
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
で
発
電
し

た
電
気
を
供
給
す
る
と
い
っ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
を
、
計
画
エ
リ
ア

内
の
全
世
帯
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
定

割
合
を
賄
え
る
こ
と
が
条
件
。
計
画
エ
リ

ア
内
で
消
費
さ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
に

相
当
す
る
バ
イ
オ
燃
料
（
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
な
ど
）
を
製
造
、
供
給
す
る
と
い

う
条
件
も
選
べ
る
。
計
画
は
市
町
村
が
策

定
し
、
計
画
に
基
づ
く
導
入
事
業
は
民
間

事
業
者
が
実
施
。
同
省
は
民
間
事
業
者
に

補
助
を
行
う
。　

年
度
は
数
カ
所
程
度
で

０５

行
い
、
今
後
５
年
間
で
各
県
に
１
カ
所
指

定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

▼
国
内
排
出
量
取
引
制
度
を
創
設

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
企
業
が

自
主
的
に
設
定
し
、
余
っ
た
排
出
枠
を
売

買
す
る
国
内
排
出
量
取
引
制
度（　

億
円
）

３３

を
導
入
す
る
。
環
境
省
は
参
加
企
業
に
省

エ
ネ
設
備
の
設
置
費
用
の
３
分
の
１
を
補

助
す
る
と
と
も
に
、
一
定
量
の
排
出
削
減

を
約
束
さ
せ
る
。
企
業
は
目
標
を
達
成
す

る
た
め
省
エ
ネ
努
力
を
推
進
。
達
成
で
き

な
い
分
は
他
の
参
加
企
業
か
ら
余
っ
た
排

出
枠
を
購
入
す
る
。
同
省
は
来
年
４
月
に

参
加
企
業
を
公
募
。　

年
度
中
は
各
企
業

０５

が
第
三
者
機
関
の
検
証
を
受
け
な
が
ら　
０６

年
度
の
排
出
削
減
目
標
を
設
定
、　

年
度

０６

か
ら
実
際
に
削
減
に
努
め
て
も
ら
う
。　
０７

年
時
に
検
証
を
行
い
、
最
終
的
に
目
標
を

超
過
し
た
企
業
は
補
助
金
を
返
還
し
て
も

ら
う
。

　

こ
の
ほ
か
の
温
暖
化
対
策
で
は
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
少
な
い
住
宅
の
導
入
促
進
を

図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
複

層
ガ
ラ
ス
な
ど
の
技
術
を
導
入
す
る
家
庭

に
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
環
（
わ
）

の
匠
住
宅
整
備
事
業
」（
５
億
円
）を
実
施
。

１
０
０
０
世
帯
を
支
援
す
る
。

　

一
方
、
運
輸
部
門
の
対
策
で
は
、
環
境

に
配
慮
し
た
運
転
（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
）
を

推
進
す
る
た
め
、
燃
料
消
費
量
な
ど
を
表

示
す
る
車
載
計
測
器
に
半
額
補
助
す
る
制

解 説 解 説 平成17年度 予算概算要求重点施策 環 境 省 環 境 省 環 境 省 

脱温暖化、循環型社会が柱 
―18.7％増の3368億円― 

脱温暖化、循環型社会が柱 
―18.7％増の3368億円― 

　

環
境
省
の
平
成　

年
度
予
算
概
算
要
求
額
は
、
前
年
度
比　

・
7
％
増

17

18

の
3
3
6
8
億
円
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
一
般
政
策
経
費
が　

・
1
％
増

13

の
1
0
6
2
億
円
、
そ
の
他
施
設
費
が　

・
7
％
増
の　

億
円
、
石
油
特

10

32

別
会
計
は
1
1
6
・
3
％
増
の
2
7
0
億
円
と
大
幅
に
伸
び
た
。　

年
度

17

は
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
の
第
2
ス
テ
ッ
プ
の
ス
タ
ー
ト
年
に
あ
た

る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
を
1
9
9
0
年

比
6
％
削
減
す
る
と
し
た
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
に
向
け
た
「
脱
温
暖

化
社
会
の
構
築
」
と
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
社
会
を
実
現
を
目
指
し
た
「
循
環
型
社

会
の
構
築
」
を
柱
に
据
え
た
。
企
業
の
自
主
的
参
加
に
よ
る
排
出
量
取
引

制
度
の
創
設
や
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
。
こ

の
ほ
か
、「
環
境
と
経
済
の
統
合
を
促
進
す
る
基
盤
的
取
り
組
み
」
な
ど
も

充
実
さ
せ
る
。
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度
（
１
億
円
）
を
始
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
小
中
高
生
に
地
球
温
暖
化

問
題
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
・
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
効
果
的
な
環
境
教
育
実

施
事
業
（
３
億
円
）
を
行
う
。
教
科
書
出

版
会
社
と
連
携
し
、
教
員
の
負
担
が
少
な

く
授
業
が
で
き
る
よ
う
な
教
員
向
け
の
副

読
本
作
り
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
ら
に
よ
る
モ
デ

ル
事
業
も
行
う
。

▼
廃
棄
物
施
設
は
補
助
率
か
さ
上
げ

　

循
環
型
社
会
の
構
築
で
は
、
ご
み
処
理

施
設
や
浄
化
槽
整
備
費
な
ど
の
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
費
補
助
金
（
市
町
村
向
け
）

を
、　

・
４
％
増
の
１
６
０
０
億
円
要
求

１６

し
た
。
同
補
助
金
は
全
国
知
事
会
な
ど
地

方
六
団
体
の
補
助
金
削
減
案
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
同
省
は
「
循
環
型
社
会
の

形
成
に
向
け
、
市
町
村
に
財
政
的
な
援
助

を
与
え
る
こ
と
は
国
の
責
務
」
と
主
張
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
費
の
補
助
率
を
４
分

の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
ほ

か
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や
再
生
利
用
な

ど
率
先
し
た
取
り
組
み
を
行
う
市
町
村
に

は
２
分
の
１
に
か
さ
上
げ
す
る
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
ま
で
補
助
対
象
外
だ
っ
た
建
屋

や
管
理
棟
、
用
地
費
な
ど
を
新
た
に
加
え

る
こ
と
に
し
た
。

　

一
方
、
浄
化
槽
整
備
事
業
に
つ
い
て
も

補
助
率
を
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に

ア
ッ
プ
。
同
じ
汚
水
処
理
事
業
で
も
、
国

土
交
通
省
所
管
の
下
水
道
や
農
林
水
産
省

所
管
の
農
業
集
落
排
水
事
業
と
比
べ
補
助

率
が
低
い
た
め
、
２
事
業
並
み
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
国
交
、
農
水
省
と
共
同
で
汚

水
処
理
普
及
対
策
助
成
金
制
度
を
創
設
。

市
町
村
の
裁
量
に
よ
り
３
事
業
間
で
流
用

が
で
き
る
交
付
金
的
な
仕
組
み
を
目
指
し

て
お
り
、
環
境
省
は　

億
円
（
国
交
省
２

５０

０
０
億
円
、
農
水
省　

億
円
）
を
拠
出
す

７０

る
。

　

産
廃
行
政
の
充
実
で
は
、
都
道
府
県
や

政
令
市
の
産
廃
新
任
担
当
者
を
対
象
に
集

中
的
な
専
門
研
修
を
行
う
「
産
廃
ア
カ
デ

ミ
ー
」（
５
０
０
０
万
円
）
を
始
め
る
。
自

治
体
の
産
廃
行
政
へ
の
対
処
能
力
を
一
定

以
上
の
レ
ベ
ル
に
す
る
の
が
目
的
で
、
警

察
関
係
者
や
先
進
自
治
体
の
担
当
者
ら
を

招
き
、
１
週
間
ほ
ど
の
研
修
を
実
施
。
不

法
投
棄
現
場
に
お
け
る
証
拠
の
集
め
か
た

や
不
法
投
棄
し
た
業
者
の
嘘
の
見
破
り
方

な
ど
実
地
に
即
し
た
研
修
内
容
に
し
た
い

方
針
だ
。

▼「
環
境
と
経
済
」モ
デ
ル
事
業
を
拡
充

　

環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
作
る
社
会
に

向
け
た
施
策
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
な

ど
の
分
野
で
、
環
境
保
全
と
地
域
経
済
の

発
展
に
役
立
つ
事
業
に
つ
い
て
地
域
か
ら

ア
イ
デ
ア
を
募
っ
て
財
政
支
援
す
る
「
環

境
と
経
済
の
好
循
環
の
ま
ち
モ
デ
ル
事

業
」
を
拡
充
す
る
。
同
事
業
は　

年
度
か

０４

ら
事
業
費　

億
１
０
０
万
円
で
始
ま
っ
た

１３

が
、　

年
度
は　

億
２
１
０
０
万
円
に
増

０５

３１

額
す
る
。

　
　

年
度
は　

カ
所
の
事
業
を
採
択
し
、

０４

１０

各
地
で
風
力
発
電
設
備
や
燃
料
電
池
の
設

置
、
消
費
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど

を
３
年
計
画
で
進
め
て
い
る
が
、
地
方
か

ら
の
事
業
採
択
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
を

受
け
、　

年
度
か
ら
は
新
た
に　

カ
所
で

０５

１４

事
業
を
始
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
モ
デ
ル
事
業
の
学
校
版

と
も
い
え
る
「
学
校
等
エ
コ
改
修
・
環
境

教
育
モ
デ
ル
事
業
」（　

億
１
０
０
万
円
）

１１

を
新
規
で
実
施
す
る
。
同
事
業
は
小
中
学

校
区
を
１
単
位
と
し
て
想
定
。
改
修
・
改

築
期
の
校
舎
を
対
象
に
壁
の
断
熱
化
や
屋

上
緑
化
に
よ
る
環
境
改
善
な
ど
の
エ
コ
化

を
進
め
る
ほ
か
、
対
象
校
区
内
の
公
共
施

設
で
太
陽
光
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
導
入
し
た
り
、
通
学
路
の
街
灯
を
省
エ

ネ
化
し
た
り
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
支
援

す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
施
設
の
エ
コ
化

を
素
材
と
し
た
子
ど
も
向
け
の
環
境
教
育

事
業
や
地
域
の
建
築
技
術
者
ら
へ
の
研
修

な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の
事
業
に
も
支
援
す

る
。

　

同
省
は
、
地
域
住
民
が
集
ま
り
や
す
い

身
近
な
単
位
と
し
て
学
校
区
に
着
目
。　
０５

年
度
は　

カ
所
の
校
区
で
事
業
を
行
う
。

１０

　

ま
た
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
自
発
的
な

環
境
保
全
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、「
我

が
家
の
環
境
大
臣
事
業
」（
２
億
円
）
を

実
施
。
家
庭
レ
ベ
ル
で
環
境
に
や
さ
し
い

活
動
を
心
掛
け
る
こ
と
を
宣
言
す
る
家
庭

（
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を
募
り
、
そ
の
代
表

者
を
「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」
と
し
て
認

定
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
個
人
ペ
ー
ジ
に

各
家
庭
が
省
エ
ネ
の
活
動
を
記
録
し
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
量
が
グ
ラ
フ
な
ど
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

た
家
庭
の
中
で
特
に
優
れ
た
活
動
に
は
表

彰
す
る
。
こ
れ
と
並
行
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
活
動
を
行
う
こ
と
を
宣
言
す
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
町
内
会
、
企
業
な
ど
も
「
エ
コ
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
登
録
。
同
省
は

家
族
向
け
の
環
境
教
育
教
材
な
ど
を
作
成

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
優

れ
た
活
動
の
ク
ラ
ブ
を
表
彰
す
る
。

▼
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
創
設

　

自
然
環
境
局
関
連
で
は
、
国
立
公
園
で

の
現
地
管
理
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
制
度
を

創
設
。
国
家
公
務
員
で
あ
る
自
然
保
護
官

（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
は
、
許
認
可
事
務
や
公
園

管
理
、
現
地
調
査
な
ど
業
務
内
容
が
増
え

て
い
る
た
め
、
非
常
勤
職
員
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
雇
っ
て
負
担
軽
減
を

図
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、

自
然
保
護
地
域
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
然

解
説
な
ど
外
に
出
て
行
う
現
地
業
務
を
主

に
担
当
し
て
も
ら
う
。
３
億
５
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、　

年
度
は
１
０
０
人
程
度

０５

導
入
す
る
。

　

ま
た
、
美
観
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
国

立
公
園
の
景
観
再
生
に
つ
い
て
、
調
査
費

を
４
８
０
０
万
円
計
上
。
老
朽
化
し
た
施

設
や
廃
屋
に
な
っ
た
旅
館
な
ど
に
よ
っ
て

美
し
い
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
た
り
、
展

望
の
き
か
な
く
な
っ
た
展
望
地
が
発
生
し

た
り
し
て
い
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
も
の

で
、
国
立
公
園
か
ら
モ
デ
ル
地
域
を
３
カ

所
選
定
し
、
地
元
自
治
体
や
住
民
、
民
間

非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に
よ
る
景
観
再

生
計
画
作
り
や
再
生
事
業
な
ど
を
３
年
計

画
で
支
援
す
る
。
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一
方
、
希
少
な
動
植
物
を
守
る
た
め
、

国
立
公
園
や
国
設
鳥
獣
保
護
区
内
の
民
有

地
を
直
接
買
い
上
げ
る
事
業
（
７
９
０
０

万
円
）
に
も
乗
り
出
す
。　

年
度
は
、
希

０５

少
猛
禽
類
な
ど
が
生
息
す
る
名
蔵
ア
ン
パ

ル
鳥
獣
保
護
区
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
の　
９３

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
い
上
げ
る
。
こ
れ
ま
で

も
都
道
府
県
が
地
方
債
を
発
行
し
て
買
い

上
げ
、
同
省
が
償
還
費
を
補
助
し
て
い
た

が
、
政
府
が
進
め
る
補
助
金
制
度
改
革
に

伴
い
、
同
省
が
直
接
買
い
上
げ
て
国
有
化

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

温
泉
地
対
策
で
は
、
温
泉
の
適
正
利
用

の
推
進
な
ど
に
関
す
る
検
討
調
査
費
を
４

０
０
０
万
円
計
上
し
た
。
長
野
県
白
骨
温

泉
に
お
け
る
入
浴
剤
添
加
問
題
な
ど
を

き
っ
か
け
に
、
温
泉
に
関
す
る
国
民
の
不

信
感
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
適

正
な
掲
示
の
在
り
方
や
利
用
施
設
に
お
け

る
温
泉
成
分
の
分
析
手
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
。
同
省
は
全
温
泉
施
設
２
万
カ
所
を

対
象
に
入
浴
剤
添
加
の
有
無
な
ど
利
用
実

態
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
結
果
を
見
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
情
報
が

必
要
と
判
断
す
れ
ば
現
地
調
査
を
行
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
良
質
な
温
泉
源
を
持
っ
て

い
た
り
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
り
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
さ
び
れ
て
い
る
温
泉

地
を
対
象
に
、
活
性
化
策
を
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
支
援
す
る
。
３
年
計
画
で
６
カ
所

程
度
を
選
る
。
旅
館
業
組
合
や
住
民
ら
が

考
案
し
た
活
性
化
事
業
を
財
政
支
援
し
、

成
功
事
例
を
他
の
温
泉
地
に
も
行
か
し
て

も
ら
う
。

▼
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
、鉛
弾
調
査
を
実
施

　

大
気
、
水
質
汚
染
対
策
な
ど
を
進
め
る

環
境
管
理
局
の
関
係
で
は
、
改
正
大
気
汚

染
防
止
法
に
基
づ
き
、
揮
発
性
有
機
化
合

物
質
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
排
出
抑
制
対
策
（
３
億

１
０
０
０
万
円
）を
実
施
。大
気
中
の
Ｖ
Ｏ

Ｃ
濃
度
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や

発
生
源
か
ら
の
排
出
量
の
把
握
、
グ
リ
ー

ン
購
入
な
ど
を
活
用
し
た
低
Ｖ
Ｏ
Ｃ
製
品

の
普
及
啓
発
な
ど
の
事
業
を
展
開
。２
０

１
０
年
度
ま
で
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
を
３
割

程
度
削
減
す
る
と
の
目
標
達
成
を
図
る
。

　

ま
た
、
射
撃
場
で
使
用
さ
れ
る
鉛
弾
が

原
因
と
な
っ
た
土
壌
、
水
質
汚
染
に
つ
い

て
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
そ
の
実
態
や
散

乱
状
況
の
調
査
（
２
９
０
０
万
円
）
を
実

施
。
汚
染
を
未
然
に
防
止
す
る
方
法
に
つ

い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
作
成
す
る
。
酸
性

雨
対
策
で
は
５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
、

伊
自
良
湖
（
岐
阜
県
）、
倶
多
楽
湖
（
北

海
道
）
な
ど
酸
性
雨
へ
の
耐
性
が
弱
い
と

考
え
ら
れ
る
集
水
域
を
対
象
に
、
酸
性
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
。

　

一
方
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

湖
沼
の
水
質
改
善
を
目
指
す
「
い
き
づ
く

湖
沼
ふ
れ
あ
い
モ
デ
ル
事
業
」（
９
３
０
０

万
円
）
を
五
湖
沼
流
域
で
実
施
。
住
民
の

活
動
を
支
援
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
整
備

し
、
湖
沼
に
流
れ
込
む
汚
濁
源
な
ど
の
情

報
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
住
民
の
活
動

状
況
や
生
き
物
、
水
質
の
状
況
な
ど
を
イ

ン
プ
ッ
ト
す
る
な
ど
し
て
、
双
方
向
の
情

報
交
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

（
時
事
通
信
社　

渡
部
裕
子
）

　

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
は
、
平
成

元
年
度
の
創
設
以
来
、
す
で
に
4
9
6
名

の
感
性
豊
か
な
実
行
力
の
あ
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
そ
の
成
果
は
各
界

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
も
、
熱
意
あ
る
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皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
概
要
】

①
研
修
期
間

平
成　

年
５
月
か
ら
平
成　

年
２
月
ま
で

１７

１８

②
研
修
内
容

・
一
般
研
修
（
年
間
６
回
・
各
３
日
間
）

・
合
宿
研
修
（
７
月
に
４
日
間
・
首
都
圏
）

先
進
市
町
村
現
地
調
査（
２
泊
３
日　

全
国

各
地
の
先
進
事
例
視
察
な
ど
）

・
海
外
研
修
（
※
希
望
者
の
み　

９
月
頃

　

日
間
を
予
定
）

１０【
塾
長
・
主
任
講
師
】

①
塾
長

大
森　
　

彌
氏
（
千
葉
大
学
教
授
・

東
京
大
学
名
誉
教
授
）

②
主
任
講
師

宮
口　

�
廸
氏
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

卯
月　

盛
夫
氏
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

北
沢　
　

猛
氏
（
東
京
大
学

大
学
院
助
教
授
）

小
田
切
徳
美
氏
（
東
京
大
学

大
学
院
助
教
授
）

辻　
　

琢
也
氏
（
政
策
研
究
大
学
院

大
学
教
授
）

【
経
費
】

①
研
修
中
の
宿
泊
費
（
朝
食
含
む
）、
教
材

費
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
負
担
し
ま
す
。

②
研
修
地
ま
で
の
往
復
の
交
通
費
、
滞
在

中
の
昼
食
代
・
夕
食
代
、
海
外
研
修
に
参

加
さ
れ
る
場
合
の
参
加
費
用
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

　
　

名
程
度

４０
【
応
募
資
格
】

①
地
方
公
共
団
体
等
の
職
員

②
地
域
づ
く
り
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で
市
区

町
村
長
の
推
薦
の
あ
る
者

③
農
協
、
商
工
会
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の

職
員
で
市
区
町
村
長
の
推
薦
の
あ
る
者

【
応
募
方
法
】

　
　

月
中
旬
に
各
市
区
町
村
に
募
集
要
項

１１
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
団
体

の
皆
さ
ん
は
、
各
市
区
町
村
の
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
限
】

　

各
市
区
町
村
を
経
由
の
上
、
平
成　

年
１７

１
月　

日
�
ま
で
に
�
地
域
活
性
化
セ
ン

２８

タ
ー
に
応
募
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

�
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

研
修
交
流
課

〒
１
０
３
―
０
０
２
７

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
―
３
―
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル　

階
１３

電　

話　

０
３
―
５
２
０
２
―
６
１
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―
５
２
０
２
―
０
７
５
５

EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE

平
成　

年
度　

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
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集
中
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千年の学校と地域づくり千年の学校と地域づくり
～～“仙人”“仙人”の技を次世代に伝承～の技を次世代に伝承～

△△

千
年
の
学
校
「
水
講
座
」

千
年
の
学
校
「
水
講
座
」

静岡県静岡県 本川根町 本  川  根  町 
ほん かわ ね ちょう

南
ア
ル
プ
ス
に
Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
が
こ
だ

ま
す
る
音
風
景
の
町

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
金
谷
駅
で
大
井
川
鐡
道
に

乗
り
換
え
る
。
大
井
川
鐡
道
は
、
金
谷
・

千
頭
間　

・
５
㎞
を
毎
日
Ｓ
Ｌ
が
運
行
さ

３９

れ
る
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
る
。
大
井
川
鐡

道
は
昭
和
６
年
の
開
業
以
来
「
大
鐡
」
の

名
で
親
し
ま
れ
、
沿
線
の
期
待
を
一
身
に

受
け
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
た
。
沿
線
住
民
の
足
と
し
て
、

物
資
の
輸
送
機
関
と
し
て
、
地
域
と
と
も

に
走
り
続
け
て
き
た
と
言
っ
て
い
い
。
過

疎
化
が
進
み
、
車
社
会
が
進
展
す
る
に
伴

い
、
沿
線
住
民
の
利
用
が
減
少
す
る
中

で
、
昭
和　

年
に
は
Ｓ
Ｌ
を
導
入
、
今
で

５１

は
通
常
の
日
で
も
一
往
復
、
新
緑
や
紅
葉

な
ど
い
わ
ゆ
る
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
二
往

復
Ｓ
Ｌ
を
運
行
さ
せ
、
遠
来
の
観
光
客
を

運
ぶ
。
本
川
根
町
に
は
寸
又
峡
温
泉
や
接

岨
峡
温
泉
な
ど
４
つ
の
温
泉
が
あ
り
、
観

光
振
興
を
町
づ
く
り
の
大
き
な
柱
と
位
置

本川根町 

静岡市 

駿河湾 

N
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づ
け
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｌ
が
運
行
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
沿
線
へ
の
入
り
込
み
が
増

え
、
鉄
道
自
身
も
自
ら
の
経
営
を
何
と
か

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
や
、
Ｓ
Ｌ

が
走
る
大
井
川
鐡
道
を
抜
き
に
し
て
は
、

奥
大
井
の
観
光
も
大
井
川
筋
の
振
興
も
語

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
「
箱
根
八
里
は
馬
で
も
越
す
が
、
越
す

に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
」
と
馬
子
唄
に
も
唄

わ
れ
た
大
井
川
も
今
で
は
電
源
の
開
発
で

す
っ
か
り
そ
の
面
影
を
変
え
て
し
ま
っ
た

が
、
こ
の
大
井
川
を
右
に
見
、
左
に
見
て
、

　

年
の
疲
労
を
滲
ま
せ
な
が
ら
も
、
そ
れ

７０を
使
命
と
心
得
た
か
の
よ
う
に
汽
笛
を
轟

か
せ
車
体
を
揺
さ
ぶ
ら
せ
て
大
井
川
鐡
道

は
走
る
。
大
井
川
に
沿
っ
た
こ
の
地
域
は

川
根
と
呼
ば
れ
、
良
質
な
煎
茶
の
産

地
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ
、
よ
く
手

入
れ
さ
れ
た
茶
園
の
畝
が
山
裾
に
せ

り
上
が
る
よ
う
に
し
て
流
域
の
景
観

を
形
成
し
て
い
る
。
川
根
町
か
ら
中

川
根
町
を
経
て
、
青
部
で
漸
く
本
川
根
町

へ
入
る
。
大
井
川
を
溯
る
こ
と
一
時
間
余

り
、
最
後
に
振
り
絞
る
よ
う
に
汽
笛
一

声
、「
せ
ん
ず
ー
、
せ
ん
ず
ー
」
の
声
と

と
も
に
終
着
千
頭
駅
に
到
着
す
る
。
南
ア

ル
プ
ス
に
こ
だ
ま
す
る
Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
は

「
音
風
景
百
選
」
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
千
頭
駅
か
ら
静
岡
市
井
川
ま
で

の　

・
５
㎞
は
大
井
川
の
電
源
開
発
に
資

２５
材
運
搬
の
役
割
を
果
た
し
た
井
川
線
が
、

国
交
省
の
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
一

部
区
間
日
本
唯
一
の
ア
プ
ト
式
鉄
道
と

な
っ
て
、
中
部
電
力
（
株
）
か
ら
委
託
を

受
け
た
大
井
川
鐡
道
に
よ
っ
て
運
行
さ

れ
、
人
気
を
集
め
て
い
る
。

原
生
自
然
環
境
保

全
地
域
の
あ
る
山

の
町

　

こ
の
千
頭
が
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
本
川
根
町

の
中
心
地
に
あ
た
る
。

本
川
根
町
は
、
南
ア
ル

プ
ス
南
麓
に
位
置
す
る

山
ば
か
り
の
町
だ
。
長

野
、
山
梨
、
静
岡
三
県

の
県
境
、
つ
ま
り
静
岡

県
の
最
北
端
に
あ
る
間

（
あ
い
）
の
岳
（
３
、

１
８
９
ｍ
）
か
ら
駿
河

湾
ま
で
、
１
６
８
㎞
を

一
気
に
駆
け
抜
け
る
大
井
川
の
上
流
域
か

ら
中
流
域
に
か
か
る
あ
た
り
に
あ
っ
て
、

南
北　

・
８
㎞
、
東
西　

・
８
㎞
、
面
積

３２

２２

３
７
５
・　

�
と
い
う
広
大
な
面
積
を
有

３０

す
る
が
、
平
地
は
少
な
く
、
山
あ
い
を

縫
っ
て
曲
流
す
る
大
井
川
の
河
岸
段
丘
上

に
わ
ず
か
な
平
地
を
見
つ
け
て　

余
り
の

２０

小
さ
な
集
落
が
点
々
と
拓
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
面
積
の　

％
を
森
林
が
占
め

９６

る
と
い
う
地
勢
上
の
条
件
も
あ
っ
て
、
古

く
か
ら
林
業
が
活
発
で
、
日
本
書
紀
に
も

大
井
川
と
木
材
に
関
す
る
記
録
が
見
ら
れ

る
。
近
世
に
入
っ
て
江
戸
期
に
は
駿
府
城

や
江
戸
城
の
本
丸
、
あ
る
い
は
東
叡
山
寛

永
寺
、
京
都
御
所
の
御
用
材
が
伐
り
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
材
木
は
地
形
が
急

峻
で
、
雨
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
大

井
川
と
そ
の
支
流
の
寸
又
川
を
利
用
し
た

「
川
狩
り
」と
呼
ば
れ
る
流
送
に
よ
っ
て
搬

出
さ
れ
た
。

　

明
治
２
年
の
版
籍
奉
還
に
よ
り
、
幕
府

の
管
理
下
に
あ
っ
た
林
野
は
す
べ
て
明
治

新
政
府
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

後
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
昭
和　

年
に
は

２２

林
政
統
一
に
よ
り
東
京
営
林
局
千
頭
営
林

署
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ピ
ー
ク

時
の
昭
和　

年
代
に
は
、
町
面
積
の　

％

３０

７０

を
超
え
る
国
有
林
２
６
０
�
の
管
理
の
た

め
に
、
総
勢
８
０
０
人
に
も
及
ぶ
職
員
と

作
業
員
が
働
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
営

林
署
も
平
成　

年
２
月
末
を
も
っ
て
廃
止

１１

さ
れ
、
今
は
静
岡
森
林
管
理
署
千
頭
事
務

所
と
な
っ
て　

名
ほ
ど
の
職
員
が
い
る
に

１０

す
ぎ
な
い
。
こ
れ
で
は
広
大
な
国
有
林
の

管
理
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
国
有
林
の
一
角
に
光
岳
（
て
か
り

だ
け
）が
あ
る
。
光
岳
南
西
部
は
屋
久
島
、

硫
黄
島
、
知
床
十
勝
川
源
流
部
な
ど
と
並

ん
で
全
国
に
５
つ
、
本
州
で
は
唯
一
の
原

生
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
私
は
町
長
に
な
っ
た
と
き
こ
の
こ
と

に
着
目
し
た
。
早
速
４
つ
の
自
治
体
の
首

長
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
原
生
自
然
環
境
保

全
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
た
。
そ
れ
が
一
巡

し
て
本
年
は
第
６
回
目
が　

月　

日
に
本

１０

２２

川
根
町
で
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
新
し
い

森
林
の
利
活
用
を
模
索
す
る
も
の
で
も
あ

る
。

　

本
川
根
町
で
は
既
に　

年
余
り
も
前
か

１０

ら
国
有
林
、
関
係
団
体
、
関
係
企
業
等
と

「
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」

を
設
け
、
新
し
い
交
流
空
間
と
し
て
の
森

林
の
活
用
を
研
究
し
て
き
た
。
静
岡
県
で

も
「
南
ア
ル
プ
ス
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
構

想
」
を
推
進
す
る
が
、
決
め
手
に
欠
け
る
。

こ
の
光
岳
は
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
で

あ
り
、
ア
ク
セ
ス
も
決
し
て
い
い
と
は
言

え
な
い
が
、
人
の
手
の
入
っ
て
い
な
い
神

大井川鐵道のＳＬ大井川鐵道のＳＬ
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聖
な
山
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
畏
敬
ゾ
ー

ン
と
し
て
南
ア
ル
プ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

り
う
る
。

昔
の
知
恵
に
学
ぶ
場
と
し
て
の
「
千

年
の
学
校
」

　

原
生
自
然
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
行

わ
れ
た
同
じ
年
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
前
に
し

た
１
９
９
９
年
７
月
、「
１
０
０
０
年
の

学
校
ｉ
ｎ
南
ア
ル
プ
ス
」
が
本
川
根
町
で

開
か
れ
た
。
こ
れ
は
山
梨
県
早
川
町
の
辻

一
幸
町
長
が
提
唱
す
る
上
流
文
化
圏
研
究

所
が
主
催
す
る
会
議
で
、「
南
ア
ル
プ
ス

の
麓
、
大
井
川
上
流
、
本
川
根
で
�
仙
人
�

た
ち
か
ら
学
ぼ
う
」
と
い
う
一
つ
の
試
み

で
も
あ
っ
た
。
高
齢
化
が
進
む
上
流
域
に

お
け
る
伝
統
文
化
や
技
術
の
伝
承
が
テ
ー

マ
で
あ
り
、
仙
人
と
し
て
の
技
を
持
つ
お

年
寄
り
と
次
世
代
の
少
年
、
少
女
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
に
何
を
も
た

ら
す
の
か
が
探
っ
て
み
た
い
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
。

　

上
流
文
化
圏
研
究
所
の
下
河
辺
淳
理
事

長
は
、
開
催
に
あ
た
っ
て
「
１
０
０
０
年

を
超
え
縄
文
の
は
る
か
昔
に
ま
で
す
ぐ
れ

た
知
恵
を
溯
り
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
１
０

０
０
年
を
展
望
し
よ
う
と
い
う
の
が
『
１

０
０
０
年
の
学
校
』
だ
。
学
校
と
は
、
お

互
い
生
き
て
い
く
姿
を
学
び
あ
う
場
所
、

す
な
わ
ち
地
域
そ
の
も
の
だ
と
い
え
る
。

時
間
と
し
て
の
未
来
１
０
０
０
年
、
空
間

と
し
て
の
宇
宙
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が

『
１
０
０
０
年
の
学
校
』
の
テ
ー
マ
だ
」

と
話
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
約
１
年
半

の
準
備
期
間
を
お
い
て
、
本
川
根
町
で
は

「
千
年
の
学
校
」を
立
ち
上
げ
た
。
名
誉
学

長
に
は
木
村
尚
三
郎
先
生
を
お
迎
え
し
、

後
援
会
長
に
は
、
石
川
嘉
延
静
岡
県
知
事

の
就
任
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
こ
と
を

推
進
す
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
小

さ
な
町
の
大
き
な
試
み
を
認
め
て
い
た
だ

け
た
、
陰
な
が
ら
も
後
押
し
し
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
思
い
が
、「
千
年
の
学
校
」
を

推
進
す
る
上
で
大
き
な
励
み
と
な
る
か
ら

だ
。
下
河
辺
理
事
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
千
年
」
と
は
歴
史
と
い
う
縦

軸
、「
学
校
」
は
地
域
と
い
う
横
軸
と
と
ら

え
、
近
代
化
が
急
速
に
進
む
過
程
で
既
に

損
な
わ
れ
、
そ
し
て
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る

技
術
や
文
化
、
あ
る
い
は
既
に
廃
れ
、
そ

し
て
廃
れ
か
け
つ
つ
あ
る
生
活
習
慣
や
風

俗
、
そ
ん
な
も
の
を
お
年
寄
り
と
い
う
地

域
の
達
人
、
仙
人
を
通
し
て
今
に
甦
ら

せ
、
未
来
を
語
る
よ
す
が
と
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
そ
こ
に
は
山
村
過
疎
地
域
の

高
齢
者
福
祉
や
生
涯
学
習
、
そ
し
て
都
市

と
の
交
流
の
問
題
な
ど
非
常
に
多
く
の

テ
ー
マ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
間
も
な
く
３

年
目
の
終
了
式
と
４
年
目
の
開
講
式
が
近

づ
い
て
い
る
。
１
０
０
０
年
と
い
う
ス
パ

ン
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ
助
走
段
階
で
あ

り
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
に
は
到
っ
て

な
い
が
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
だ
。

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

　

戦
後
急
速
に
経
済
が
成
長
を
遂
げ
る
過

程
で
、
最
も
進
ん
だ
の
は
機
械
技
術
で
あ

ろ
う
。
か
つ
て
は
熟
練
を
必
要
と
し
た
技

術
、
そ
れ
が
今
は
機
械
が
難
な
く
均
一
な

製
品
を
、
し
か
も
ア
ッ
と
い
う
ス
ピ
ー
ド

で
作
り
上
げ
て
し
ま
う
。
今
ま
で
本
川
根

町
と
い
う
大
自
然
を
相
手
に
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
、
自
然
と
知
恵
比
べ
の
中
か

ら
磨
き
上
げ
、
築
き
上
げ
た
技
術
や
知
恵

が
要
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
時
代
、
そ
う

い
う
時
代
に
遭
遇
し
て
い
る
私
た
ち
は
何

に
生
き
る
証
し
を
求
め
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
。
後
継
者
に
自
分
の
技
術
を
伝
え
よ
う

と
い
う
さ
さ
や
か
な
喜
び
を
す
ら
奪
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
情
報
化
の
進
展
は
埋
め
難
い
世

代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

若
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま

る
で
別
々
の
言
語
で
会
話
を
交
わ
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
。
長
寿
社
会
の
到
来
は

結
構
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も

多
く
の
も
の
が
、
急
速
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
社
会
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
急
激
な
変
化
に
つ

い
て
い
け
な
い
お
年
寄
り
が
増
え
て
い

る
。

　

で
も
い
い
。
無
理
に
つ
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
思
わ
な
く
て
い

い
。
こ
れ
か
ら
は
無
理
に
時
代
の
流
れ
の

速
度
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
変
化
す

る
時
代
の
中
で
、
自
分
の
時
を
刻
む
時
計

を
持
て
る
人
々
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
ん
な
人
々
が
行
き
交
う
街
、
そ
ん

な
地
域
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
ん
な
と
き
が

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
既
に
「
シ
ン

プ
ル
ラ
イ
フ
」
だ
と
か
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

だ
と
か
、
自
分
の
時
間
と
か
価
値
観
に
基

づ
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
各
方
面
か
ら

提
唱
さ
れ
て
何
年
も
経
つ
。
実
践
し
て
い

る
人
も
少
な
く
な
い
。
自
分
の
身
に
つ
い

た
手
わ
ざ
や
知
恵
を
糧
に
、
人
が
人
と
し

て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
、
そ
ん

な
地
域
づ
く
り
の
実
験
場
が
「
千
年
の
学

校
」
な
の
だ
。

　

本
川
根
町
は
、
現
在
人
口
３
、
１
５
０

人
、
高
齢
化
率
は
限
り
な
く　

％
に
近
づ

４０

い
て
い
る
。
現
在
下
流
の
中
川
根
町
と
の

間
に
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
協
定
項
目

の
す
り
合
わ
せ
と
協
議
を
精
力
的
に
行

い
、
明
年
９
月　

日
の
合
併
に
向
け
て
最

２０

終
的
な
詰
め
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
市

町
村
合
併
は
時
代
か
ら
の
要
請
な
の
だ
。

否
応
な
し
に
地
方
分
権
化
の
流
れ
は
加
速

す
る
。
財
政
が
逼
迫
す
れ
ば
待
っ
た
な
し

に
、
地
域
の
自
立
ば
か
り
か
地
域
住
民
一

人
ひ
と
り
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る
。
中
川

根
町
と
合
併
し
て
も
人
口
は
１
万
人
弱
、

必
ず
し
も
明
る
い
未
来
が
開
け
て
い
る
と

は
言
え
な
い
が
、
地
に
足
の
着
い
た
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
ま
ず
自

ら
の
町
の
分
限
を
わ
き
ま
え
、
身
の
丈
に

合
っ
た
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
。

（
本
川
根
町
長　

鈴
木
敏
夫
）

△千年の学校「芸能講座」“赤石太鼓”△千年の学校「芸能講座」“赤石太鼓”
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活 動

建
物
災
害
共
済
事
業

　

町
村
有
建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の

所
有
す
る
建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法

第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の

委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国

自
治
協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町

村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）

の
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は
安
定
を

み
て
い
る
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
現
下
の
厳

し
い
経
済
・
社
会
情
勢
と
多
様
化
す
る
共
済

委
託
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め

制
度
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
共
済

委
託
町
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
十
五
年
度
の
収
支
状
況
は
、収
入
額

一
二
五
億
四
、三
七
二
万
余
円（
前
年
度
比

〇
・
二
％
増
）、支
出
額
九
九
億
五
六
四
万
余

円（
前
年
度
比
五
・
四
％
増
）で
二
二
億
七
、九

三
二
万
余
円
の
剰
余
金
と
な
っ
た
。こ
の
剰

余
金
に
つ
い
て
は
、規
約
及
び
配
分
金
規
程

に
基
づ
き
、そ
の
二
分
の
一
を
運
営
準
備
積

立
金
に
繰
入
、二
分
の
一
を
都
道
府
県
町
村

会
に
配
分
金
と
し
て
支
出
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
十
五
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

受
託
件
数
は
四
一
四
、
一
一
二
件
で
、
前

年
度
比
八
、
三
七
六
件
（
二
・
一
％
）
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比

七
、
四
六
九
億
余
円
（
二
・
一
％
）
増
の
三

六
兆
六
七
五
億
余
円
と
な
っ
た
。
収
入
分
担

金
は
九
三
億
九
、
七
八
〇
万
余
円
で
前
年
度

実
績
九
三
億
四
〇
四
万
余
円
に
比
し
九
、
三

七
五
余
円
（
一
・
〇
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

　

平
成
十
五
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
�
に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。建
物
共
済
に
お
け
る
罹

災
件
数
は
五
、
一
六
六
件
で
、
前
年
度
よ
り

二
九
五
件
（
六
・
一
％
）の
増
と
な
り
、
支
払

共
済
金
に
お
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
九
億
八

二
〇
万
余
円（
三
二
・
一
％
）増
の
三
七
億
三
、

六
九
五
万
余
円
と
な
っ
た
。な
お
、
収
入
分
担

金
九
三
億
九
、
七
八
〇
万
余
円
に
対
す
る
損

害
率
は
三
九
・
八
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表
�
の
と
お
り
で

あ
る
。
罹
災
件
数
は
依
然
と
し
て
学
校
関
係

施
設
に
お
い
て
多
い
が
、
支
払
共
済
金
及
び

用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境
衛
生
施

設
が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

用
途
別
の
一
罹
災
当
り
の
平
均
支
払
共
済

金
額
は
七
二
三
、
三
七
五
円
と
な
っ
て
い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
表
�
の
と
お
り

で
あ
る
。

５
、
諸
積
立
金

　

平
成
十
五
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金

町
村
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平

成

十
五
年
度

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
町
村
有
物
件

（
建
物
・
自
動
車
）
の
災
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
七
月
八
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
平

成
十
五
年
度
事
業
概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週

報
へ
の
掲
載
は
、
町
村
有
物
件
災
害
共
済
規
約
の
『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
全

国
町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

表�　建物共済受託実績
増減率比較増減平成１４年度平成１５年度区　　　分

２．１％８，３７６件４０５，７３６件４１４，１１２件件 数

２．１７４６，９４４，８８３千円３５，３２０，５９５，２３６千円３６，０６７，５４０，１１９千円共 済 責 任 額

１．０９３，７５７，２５９円９，３０４，０４５，５８３円９，３９７，８０２，８４２円収 入 分 担 金

表�　建物共済罹災状況
増減率比較増減平成１４年度平成１５年度区　　　分

６．１％２９５件４，８７１件５，１６６件件 数

３２．１９０８，２００，５５６円２，８２８，７５３，０２１円３，７３６，９５３，５７７円支 払 共 済 金

―９．４％３０．４％３９．８％損 害 率

表�　建物共済用途別罹災状況
損 害 率支 払 共 済 金件 数用 途 別

（ １７．２％）４．６％（ １１．７％）４３５，５０５，３８６円（ ２０．２％）１，０４２件学 校 関 係

建

物

共

済

（ ３３．４ ）２．１（ ５．３ ）１９７，９０３，１４３（ ９．６ ）４９７役 場 庁 舎
（ ８．０ ）０．３（ ０．７ ）２６，３３３，３５０（ １．６ ）８３医 療 施 設
（ ６９．３ ）４．３（ １０．９ ）４０７，４２７，７６５（ ４．２ ）２１４住 宅
（ １８．６ ）３．０（ ７．５ ）２７９，８８３，６４６（ １１．８ ）６１１社会文化施設
（ ８．８ ）０．９（ ２．２ ）８１，７２１，４２４（ ８．１ ）４２０福 祉 関 係
（ ３７．４ ）５．３（ １３．４ ）５００，９１６，０９８（ １８．３ ）９４３体 育 関 係
（ ８９．６ ）８．２（ ２０．５ ）７６６，２７１，２８５（ １４．１ ）７２９環境衛生施設

（ １４９．４ ）１１．１（ ２７．８ ）１，０４０，９９１，４８０（ １２．１ ）６２７そ の 他

―３９．８（ １００．０ ）３，７３６，９５３，５７７（ １００．０ ）５，１６６合 計

（注）　損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（　）は各用途別区分収入に対す
る用途別の損害率である。

表�　建物共済災害見舞金給付状況
比較増減平成１４年度平成１５年度区　　　分

２６４件９４件３５８件件 数

９５，３４５，７９６円９９，２７４，０４５円１９４，６１９，８４１円災害見舞金給付金
（注）　△印は減を示す。

表�　消防設備資金融資
本年度末貸付残金償 還 済 額貸 付 額貸付件数貸付年度

７７５，４４４，０００円３，９２２，７５６，０００円４，６９８，２００千円２８３件平成９年度

１，５４６，５６４，０００３，０９４，１３６，０００４，６４０，７００２５７平成１０年度

２，３００，２３２，０００２，３０１，２６８，０００４，６０１，５００２５３平成１１年度

２，９７２，０１６，０００１，４８６，９８４，０００４，４５９，０００２５６平成１２年度

３，５３０，９５０，０００７０７，１５０，０００４，２３８，１００２６０平成１３年度

４，２５５，２００，０００７１，６００，０００４，３２６，８００２６１平成１４年度

３，３９４，０００，００００３，３９４，０００２４１平成１５年度

１８，７７４，４０６，０００１１，５８３，８９４，０００３０，３５８，３００１，８１１合 計
（注）平成１５年度の貸付条件は次のとおりである。

１．償還期限は資金を借受けた翌年度から７年以内
２．貸付利率は貸付期日により異なり、２月２日貸付分が０．８％、３月１日貸付分が
０．７％、３月２５日貸付金が０．６％である。
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活 動

（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備

積
立
金（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

の
総
額
は
五
二
二
億
九
、
四
三
一
万
余
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金

二
八
九
億
四
、
四
二
二
万
余
円
、
運
営
準
備

積
立
金
二
三
三
億
五
、
〇
〇
八
万
余
円
で
あ

る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融

資
と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は

表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

町
村
有
自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村

が
管
理
、
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ

た
損
害
及
び
自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済

委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を

相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
町
村
有
建
物
災
害

共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三

条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の

規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十

三
年
十
月
に
発
足
し
た
。
こ
の
間
、
共
済
委

託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村

会
）
の
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は
安

定
を
み
て
い
る
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
内
容

の
拡
大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
自
動
車
の
事
故
も
年
々
多
様
化

し
て
お
り
、
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
故
処

理
に
つ
い
て
は
査
定
専
門
員
を
配
置
し
、
査

定
体
制
の
強
化
を
図
り
早
期
か
つ
適
正
な
解

決
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
十
五
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合

計
額
五
三
億
五
、
二
一
〇
万
余
円
（
前
年
度

比
〇
・
四
％
減
）、
支
出
額
四
九
億
七
、
七

一
二
万
余
円
（
前
年
度
比
四
・
八
％
減
）
で

差
引
き
三
億
七
、
四
九
八
万
余
円
の
剰
余
金

と
な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規

約
及
び
配
分
金
規
程
に
基
づ
き
、
そ
の
二
分

の
一
を
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
、
二
分
の

一
を
都
道
府
県
町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支

出
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、　

受
託
状
況

　

平
成
十
五
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入

総
額
は
、
三
八
億
三
、
二
五
五
万
余
円
で
、

前
年
度
実
績
三
八
億
四
、
四
八
八
万
余
円
に

比
し
、
一
二
三
三
万
余
円
（
〇
・
三
％
）
の

減
と
な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共

済
に
お
い
て
は
、
一
五
五
、
三
六
二
台
で
前

年
度
比
三
六
七
台
の
増
、
収
入
分
担
金
一
八

億
七
一
五
万
余
円
で
、
前
年
度
比
一
、
五
四

四
万
余
円
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共

済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
一
五
九
、
五

七
一
台
で
前
年
度
比
五
八
九
台（
〇
・
四
％
）、

対
人
賠
償
共
済
一
五
九
、
一
三
〇
台
で
、
前

年
度
比
五
七
四
台
（
〇
・
四
％
）
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
た
が
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共

済
一
二
億
三
、
四
四
二
万
余
円
で
前
年
度
比

四
九
四
万
余
円
（
〇
・
四
％
）
の
増
、
対
人

賠
償
共
済
七
億
九
、
〇
九
七
万
余
円
で
、
前

年
度
比
一
八
二
万
余
円
（
〇
・
二
％
）
の
減

と
な
っ
た
。

２
、　

損
害
の
状
況

　

平
成
十
五
年
度
の
損
害
状
況
は
表
�
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
八
、
五
九
四

件
、
前
年
度
比
七
二
件
、
対
物
賠
償
共
済
二
、

九
八
五
件
で
、
前
年
度
比
一
六
三
件
、
ま
た

対
人
賠
償
共
済
は
一
六
三
件
で
、
前
年
度
比

一
四
件
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
車
両
共
済
〇
・
四
％
、
対
物
賠
償
共

済
三
・
一
％
、
対
人
賠
償
共
済
は
二

一
・
六
％
と
減
少
し
た
。

３
、　

支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見
積

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）の
う
え
平
成

十
五
年
度
支
払
備
金
と
し
て
四
四
八

件
、
四
億
六
、
四
八
七
万
余
円
を
計

上
し
た
。

４
、　

諸
積
立
金

　

平
成
十
五
年
度
末
に
お
け
る
基
金

積
立
金（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）

及
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事
業
剰
余

金
の
二
分
の
一
の
積
立
）
の
総
額
は

一
四
五
億
五
、
九
八
六
万
余
円
と
な

り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三

三
億
七
九
五
万
余
円
、
運
営
準
備
積

立
金
一
一
二
億
五
、
一
九
一
万
余
円

で
あ
る
。

表�　平成１５年度建物災害共済事業損益計算書（概要）
利 益 の 部損 失 の 部

金 額科 目金 額科 目
円円

９，３９７，８０２，８４２１． 共済基金分担金収入７，２２６，２９１１． 会 議 費

３５７，９０７，９８０２． 財 産 収 入５５１，９１１，６７３２． 事 務 所 費

２７５，１２６，２１０３． 他 会 計 繰 入 金６，８６７，１５４，４１２３． 事 業 費

３３７，２２６４． 雑 収 入３５８，７４８，４１４４． 財 産 費

５０３，２０８５． 車 両 売 却 益２，４７９，３５２，４５４５． 次年度責任準備金繰入

２，５１２，０４５，２９９６． 前年度責任準備金戻入２，２７９，３２９，５２１６． 諸 支 出 金

１２，５４３，７２２，７６５合 計１２，５４３，７２２，７６５合 計

表�　自動車共済損害状況

合 計
賠 償 共 済

車 両 共 済区 分
対 人対 物

１１，７４２件１６３件２，９８５件８，５９４件件 数平
成　

年
度

１５ １，８３３，３３８，５６３円１５０，７２７，４６３円４６９，９４３，１２３円１，２１２，６６７，９７７円支払共済金
（４７．８％）（１９．１％）（３８．１％）（６７．１％）損 害 率
１１，９９１件１７７件３，１４８件８，６６６件件 数平

成　

年
度

１４ ２，０６０，３２９，３５９円３２３，０１２，６３３円５０７，０８２，０３６円１，２３０，２３４，６９０円支払共済金
（５３．６％）（４０．７％）（４１．２％）（６７．５％）損 害 率
△２４９件△１４件△１６３件△７２件件 数比

較
増
減（
％
）

△２２６，９９０，７９６円△１７２，２８５，１７０円△３７，１３８，９１３円△１７，５６６，７１３円支払共済金

（△５．８％）（△２１．６％）（△３．１％）（△０．４％）損 害 率
（注１）　損害率＝支払共済金／収入分担金
（注２）　△印は減を示す。

表�　平成１５年度自動車損害共済事業損益計算書（概要）
利 益 の 部損 失 の 部

金 額科 目金 額科 目
円円

３，８３２，５５３，５８０１． 共済基金分担金収入３，３０５，９９５１． 会 議 費

１０９，６００，６２０２． 財 産 収 入１６４，７２８，２２６２． 事 務 所 費

６８４，４２１３． 雑 収 入３，２２５，８０４，８３７３． 事 業 費

１，４０９，２７０，１２２４． 前年度責任準備金戻入１１０，２８５，０４１４． 財 産 費

１，４７３，００３，７２６５． 次年度責任準備金繰入

３７４，９８０，９１８６． 諸 支 出 金

５，３５２，１０８，７４３合 計５，３５２，１０８，７４３合 計

表	　自動車共済受託実績

合 計
賠 償 共 済

車 両 共 済区 分
対 人対 物

４７４，０６３台１５９，１３０台１５９，５７１台１５５，３６２台台 数平
成　

年
度

１５
３，８３２，５５３，５８０円７９０，９７４，４６０円１，２３４，４２３，５４０円１，８０７，１５５，５８０円収入分担金

４７２，５３３台１５８，５５６台１５８，９８２台１５４，９９５台台 数平
成　

年
度

１４
３，８４４，８８３，６７０円７９２，７９９，９９０円１，２２９，４８１，３３０円１，８２２，６０２，３５０円収入分担金

１，５３０台５７４台５８９台３６７台台 数
比
較
増
減（
％
）

（０．３％）（０．４％）（０．４％）（０．２％）
△１２，３３０，０９０円△１，８２５，５３０円４，９４２，２１０円△１５，４４６，７７０円収入分担金 （△０．３％）（△０．２％）（０．４％）（△０．８％）

（注）　△印は減を示す。
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郡
山
市
の
南
に
隣
接
し
た
岩
瀬
村
の
西

部
地
区
に
位
置
す
る
大
滝
川
公
園
は
、

「
ふ
る
さ
と
砂
防
事
業
」に
お
い
て
大
滝
川

に
整
備
さ
れ
た
親
水
施
設
を
は
じ
め
、
芝

生
広
場
、
遊
歩
道
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
等
、
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設

が
多
数
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
敷

地
内
に
は
約　
　

の
八
幡
岳
森
林
公
園
が

４７
ha

広
が
り
、
敷
地
内
を
流
れ
る
大
滝
川
周
辺

で
は
ワ
サ
ビ
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
は
じ
め

と
す
る
四
季
折
々
の
花
木
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
滝
川
に
は
、
国
内
の
一

部
地
域
で
は
減
少
し
て
い
る
カ
ジ
カ
や
ホ

タ
ル
等
の
水
生
生
物
も
生
息
し
て
お
り
、

自
然
に
あ
ふ
れ
た
公
園
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
楽
し
め

る
公
園
と
し
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
、
宝
く
じ
普
及
宣
伝
事

１５

業
の
一
環
と
し
て
大
滝
川
公
園
内
に
「
い

わ
せ
水
辺
の
牧
場
」（
水
張
り
面
積
２
５
０

㎡
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は

大
滝
川
の
支
川
の
水
を
引
水
し
た
ビ
オ

ト
ー
プ
で
、
全
長
約　

ｍ
の
せ
せ
ら
ぎ
に

４０

「
サ
ワ
ガ
ニ
の
住
処
」、「
カ
ジ
カ
の
流

れ
」、「
シ
ジ
ミ
の
せ
せ
ら
ぎ
」、「
ホ
タ
ル

の
古
里
」「
カ
エ
ル
の
古
池
」「
わ
さ
び
園
」

「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
小
径
」の
７
つ
の
ゾ
ー

ン
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
物
、
植
物
に

応
じ
た
環
境
を
整
え
、
そ
れ
ら
が
観
察
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
せ
せ
ら
ぎ

の
最
上
流
に
は
炭
を
利
用
し
た
浄
水
施
設

と
し
て
「
炭
の
泉
」
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
下

流
に
き
れ
い
な
水
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
子
供
た
ち
が
川
で
遊
び
、
水
生

生
物
に
親
し
む
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
水
生
生
物
に
ふ
れ
、

清
流
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
た

く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
遊
び
学
ぶ
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺

住
民
は
も
と
よ
り
近
隣
の
県
か
ら
公
園
に

訪
れ
る
人
も
多
く
、
村
内
に
限
ら
な
い
幅

広
い
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。
水
辺
で
の
自
然
体
験
や
環
境

学
習
を
通
し
て
、
自
然
と
の
共
生
意
識
を

は
ぐ
く
み
、
こ
こ
を
拠
点
に
地
域
を
越
え

た
多
様
な
連
携
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ううううううううううううううううううううううううううううううううう
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺
空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ててててててててててててててててててててててててててててててててて

（
水
辺
施
設
の
活
動
状
況
の
報
告
）

財
団
法
人
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
辺
空
間
の
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
、
技
術
開
発
、

情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
の
一
環
と
し
て
、
日
本
宝
く
じ

協
会
の
助
成
を
受
け
て
水
辺
に
あ
ず
ま
や
、
自
然
観
察
施
設
等
の
「
ア
メ
ニ

テ
ィ
施
設
」、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
の
「
自
然
環
境
向
上
施
設
」
を
整
備
し
、
当
該

市
町
村
へ
寄
贈
す
る
「
水
辺
施
設
の
設
置
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
平
成　

年
度
に
設
置
し
た
水
辺
施
設
の
活
用
状
況
の
一
例
を
当
該

15

市
町
村
か
ら
の
報
告
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
の
水
辺
施
設
の

17

募
集
案
内
は
町
村
週
報
の　

月
3
日
号
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

12

WWWWWWWWWWWWW�
ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
の
ビ
オ
ト
ー
プ「
い
わ
せ
水
辺
の
牧
場
」

【
福
島
県
岩
瀬
郡
岩
瀬
村
】 WWWWWWWWWWWWW

選ぶならUFJの 
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平
成　

年
３
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

１５

０
１
の
認
証
を
取
得
し
、
環
境
に
配

慮
し
た
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
る

町
は
、
町
内
全
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

意
識
を
育
て
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
K
i
d
s　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
」

（
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
を
導
入
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
環
境
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
問
題
解

決
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
発
さ
れ
た
環
境
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
家
庭
の
環
境
に
取
り
組

む
入
門
編
（
２
週
間
）、
初
級
編
（
２

か
月
）、
地
域
環
境
に
取
り
組
む
中

級
編
（
数
か
月
）、
海
外
と
提
携
し
て

環
境
問
題
に
取
り
組
む
上
級
編
（
１

年
以
上
）
で
構
成
。
導
入
す
る
自
治

体
や
学
校
が
増
え
て
い
る
。

　

町
で
は
６
月
か
ら
町
内
の
小
学

５
、
６
年
生
全
員
が
入
門
編
へ
の
取

り
組
み
を
開
始
し
、
普
段
通
り
の
生

活
を
し
な
が
ら
、
電
気
や
水
の
消
費

量
や
ご
み
の
排
出
量
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
。
そ
の
後
、
初
級
編
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
も

取
り
組
み
を
開
始
し
て
お
り
、
家
族

と
と
も
に
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
環
境
問
題
へ

の
関
心
や
豊
か
な
環
境
意
識
が
醸
成

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

■
宮
代
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
０
４
８
０
（
３
４
）
１
１
１
１

　

村
は
、
全
国
か
ら
の
寄
附
に
よ
る

財
源
に
基
づ
き
個
性
豊
か
な
む
ら
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
ふ

る
さ
と
思
い
や
り
基
金
」を
創
設
し
、

寄
附
金
を
募
っ
て
い
る
。
森
林
保
全

を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
も

な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら

し
、
酸
素
や
水
資
源
を
都
市
部
に
供

給
し
て
い
る
山
村
の
役
割
や
、
都
市

と
山
村
の
共
生
と
い
う
考
え
に
共
感

し
て
も
ら
え
る
人
か
ら
の
寄
附
を
通

じ
て
村
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
実
施

し
、
山
村
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

の
が
ね
ら
い
。

　

村
は
寄
附
金
と
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
で
定
め
た
金
額
を
基
金
と
し

て
積
み
立
て
、
①
感
性
教
育
を
大
切

に
す
る
村
づ
く
り
（
老
朽
化
し
た
学

校
美
術
館
の
修
復
事
業
）、
②
福
祉
・

健
康
の
村
づ
く
り
（
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
事
業
）、
③
環
境

保
全
の
村
づ
く
り
（
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
施
設
を
公
共

施
設
に
設
置
す
る
事
業
）
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

寄
附
金
は
１
口
５
０
０
０
円
を
基

本
と
し
、
何
口
で
も
受
け
付
け
る
。

寄
附
に
際
し
て
は
、
村
が
取
り
組
ん

で
い
く
３
事
業
の
う
ち
、
ど
れ
に
充

て
る
か
を
指
定
し
て
も
ら
う
。
５
年

を
目
標
に
募
集
し
、
基
金
の
積
み
立

て
目
標
額
は
３
事
業
合
わ
せ
て
２
５

０
０
万
円
を
め
ざ
し
て
い
る
。

■
泰
阜
村
村
づ
く
り
推
進
室

　

℡
０
２
６
０
（
２
６
）
２
１
１
１

　

町
は
、
子
ど
も
の
学
習
や
生
活
全

般
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者

や
子
ど
も
自
身
か
ら
の
相
談
に
応
じ

る
た
め
、
役
場
内
に
「
心
の
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
医
師
や
大
学
教

授
、
臨
床
心
理
士
、
児
童
委
員
、
小

中
学
校
教
諭
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
保

育
園
・
幼
稚
園
か
ら
高
校
卒
業
程
度

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
問
題
行
動
や

学
習
面
で
の
つ
ま
ず
き
、
い
じ
め
、

性
、
親
子
関
係
な
ど
、
心
の
健
康
や

発
達
、
生
活
面
で
の
問
題
で
悩
み
を

持
つ
子
ど
も
や
保
持
者
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
適
切
な
指
導
や
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
従
来
か
ら
の
相
談
・

支
援
の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
た
形
で

導
入
し
、
高
校
入
学
後
に
お
け
る
継

続
的
な
相
談
に
も
対
応
し
て
い
く
の

が
特
徴
。
ま
た
、
不
登
校
、
引
き
こ

も
り
の
子
ど
も
が
社
会
と
の
か
か
わ

り
を
持
つ
た
め
に
地
域
の
事
業
所
や

施
設
な
ど
で
勤
労
体
験
、
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
心
の
健

康
や
発
達
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

長
期
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
事
例

に
つ
い
て
は
、
２
〜
３
か
月
ご
と
に

同
セ
ン
タ
ー
の
委
員
に
よ
る
会
議
で

ケ
ー
ス
研
究
を
行
い
、
継
続
的
な
指

導
・
支
援
方
法
を
検
討
の
上
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

■
稲
美
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　

℡
０
７
９
４
（
９
２
）
１
２
１
２

　

国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
の
３

村
は
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
の
保
護
を
は
じ
め
、
自
然

環
境
の
保
全
や
環
境
衛
生
の
保
持
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
飼
い
ネ
コ
の
体

内
に
個
体
識
別
用
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
埋
め
込
む
こ
と
を
義
務
付
け
た

「
ネ
コ
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
た
。

　

条
例
は
全　

条
で
、
飼
い
主
は
、

１７

ネ
コ
を
取
得
し
た
日
か
ら　

日
以
内

３０

に
村
長
に
飼
養
登
録
を
申
請
し
飼
養

登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
、
そ

の
際
、
ネ
コ
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の

埋
め
込
み
処
置
と
そ
の
個
体
識
別
番

号
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
飼
養
に
あ
た
っ
て
は
登
録
を
受

け
た
こ
と
が
判
明
で
き
る
首
輪
等
を

つ
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
村
長

は
飼
い
主
が
判
明
し
な
い
ネ
コ
は
保

護
収
容
で
き
る
と
明
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
飼
養
し
て
い
な
い
ネ
コ
へ

の
餌
や
り
、
飼
い
ネ
コ
の
放
し
飼
い

や
遺
棄
な
ど
も
禁
止
。
条
例
の
規
定

事
項
を
遵
守
し
な
い
飼
い
主
に
対
し

て
は
必
要
な
指
導
、
勧
告
が
で
き
、

そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
氏
名
公
表

で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

　

３
村
と
も
同
じ
内
容
の
条
例
を
共

同
歩
調
で
制
定
し
て
お
り
、
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
の
保
護
や
環
境
保
全
に
広

域
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
平
成
1

7
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

■
国
頭
村
環
境
衛
生
課

　

℡
０
９
８
０
（
４
１
）
２
１
０
１

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
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★
誕
生
の
き
っ
か
け
は
爆
発
事
故

　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
（
テ
ラ
ピ
ー
が
フ
ラ

ン
ス
語
、
セ
ラ
ピ
ー
が
英
語
）
と
は
「
芳

香
療
法
」
の
こ
と
で
、
こ
の
言
葉
は
フ
ラ

ン
ス
の
化
学
者
、
ガ
ッ
ト
フ
ォ
セ
の
造
語

で
す
。
彼
は
実
験
中
に
爆
発
事
故
を
起
こ

し
、
手
に
火
傷
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
く
に
あ
っ
た
ラ
ベ
ン

ダ
ー
オ
イ
ル
に
手
を
浸
し
た
と
こ
ろ
、
傷

跡
も
残
ら
ず
き
れ
い
に
治
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
さ
ま
ざ
ま
な
精
油

の
薬
理
作
用
を
研
究
し
、
１
９
２
８
年

『
芳
香
療
法
』を
出
版
。
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

を
世
に
広
め
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
は
医
師
や
薬
剤
師
に
よ
っ
て
補

完
療
法
と
し
て
医
療
に
も
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
趣
味
だ
け
で
な
く
、　
１０

年
ほ
ど
前
か
ら
医
療
や
福
祉
、
教
育
な
ど

ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
の
利
用
も
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

天
然
の
芳
香
植
物
（
ハ
ー
ブ
）
の
薬
効

成
分
を
抽
出
し
た
も
の
が
、
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル
と
い
わ
れ
る
精
油
で
す
。

精
油
は
、
自
ら
動
け
な
い
植
物
が
防
衛
手

段
と
し
て
産
出
す
る
物
質
で
さ
ま
ざ
ま
な

作
用
が
あ
り
ま
す
。
抗
菌
作
用
、
抗
ウ
イ

ル
ス
作
用
、
血
流
増
加
作
用
、
筋
肉
の
緊

張
を
と
る
作
用
、
精
神
安
定
作
用
、
気
分

を
明
る
く
す
る
作
用
な
ど
が
あ
り
、
感
染

予
防
や
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
、
心
と
体
の
両
面
に
働
き
か
け
ま

す
。
例
え
ば
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
ア
ン
グ
ス

テ
ィ
フ
ォ
リ
ア
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
、
鎮
痛
効
果
、
殺
菌
効
果
、
虫
除
け
効

果
な
ど
が
あ
る
の
で
、
空
気
を
浄
化
す
る

と
同
時
に
人
の
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
良
い
香
り
が
ド
ー
パ
ミ
ン
を 

分
泌
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

好
き
な
香
り
を
何
度
も
深
く
吸
い
込
む

と
、
心
が
落
ち
着
い
て
き
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
、
良
い
香
り
を
嗅
ぐ
と
快
感
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
ド
ー
パ
ミ
ン
が
脳
か
ら
分
泌

さ
れ
る
た
め
で
す
。
人
間
の
五
感
の
中
で

嗅
覚
だ
け
が
太
い
神
経
で
大
脳
辺
縁
系
、

視
床
下
部
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
大

脳
辺
縁
系
は
快
・
不
快
、
食
欲
、
性
欲
、

怒
り
な
ど
の
動
物
的
な
本
能
行
動
を
左
右

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
視
床
下
部
は
生

命
中
枢
で
、
体
温
、
睡
眠
、
摂
食
、
自
律

神
経
、
内
分
泌
、
免
疫
な
ど
の
調
節
を
行

う
た
い
へ
ん
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
。
ス
ト

レ
ス
性
の
不
眠
や
自
律
神
経
失
調
症
な
ど

に
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
が
良
い
と
い
わ
れ
る

の
は
、
こ
う
い
っ
た
嗅
覚
の
刺
激
に
対
す

る
し
く
み
が
あ
る
か
ら
で
す
。

★「
シ
ュ
ッ
」と 

ひ
と
吹
き
だ
け
で
も
効
果

　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

香
り
を
楽
し
み
、
そ
の
効
能
を
知
る
こ
と

で
、
生
活
が
豊
か
に
広
が
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
家
の
中
に
は
空
気
を
き
れ
い
に

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
香
り
を
漂
わ
せ
、

お
風
呂
に
も
ア
ロ
マ
や
ハ
ー
ブ
を
入
れ
て

疲
れ
た
体
を
い
た
わ
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
お
風
呂
あ
が
り
に
は
、
足
の
だ
る

さ
、
肩
の
血
行
を
良
く
す
る
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
ほ
ん
の　

分
ほ
ど
で

１０

い
い
の
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
好

き
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
…
…
。

　

ま
た
、
寝
室
に
は
幸
せ
な
香
り
の
ル
ー

ム
コ
ロ
ン
を
�
シ
ュ
ッ
�
と
枕
元
に
吹
き

か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
な
の
で
す
が
、
ア
ロ
マ
で
ぐ
っ
す
り
眠

れ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
く
な
っ
た
り
、

健
康
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

★
介
護
施
設
や 

ホ
ス
ピ
ス
な
ど
で
も
利
用

　

心
に
作
用
す
る
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
、

心
療
内
科
や
精
神
科
、
老
人
病
院
、
老
人

保
健
施
設
、
ホ
ス
ピ
ス
な
ど
で
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
今
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
人
は
自
然
を
求
め
、
植
物
の
香
り

を
本
能
的
に
求
め
る
の
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
施
設
の
玄
関
ロ
ビ
ー
、
病
室

や
娯
楽
室
を
精
油
の
い
い
香
り
で
満
た
す

こ
と
で
、
入
居
者
の
気
分
を
安
ら
か
に
し

ま
す
。
殺
菌
作
用
の
あ
る
精
油
を
室
内
に

た
き
こ
め
る
と
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る

介
護
施
設
で
は
、
四
季
を
感
じ
さ
せ
る
香

り
を
考
慮
し
な
が
ら
、
朝
、
昼
、
夜
と

違
っ
た
自
然
の
香
り
を
流
し
て
い
ま
す
。

夜
は
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
香
り
で
、
質

の
良
い
眠
り
を
誘
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
終
期
末
医
療
の
現
場
の
ホ
ス
ピ
ス

で
は
入
居
者
の
心
を
い
か
に
安
定
さ
せ
る

か
が
重
要
で
、
そ
の
一
助
に
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
木
材
や
畳
の
香
り
が
た
だ
よ
う
リ

ハ
ビ
リ
室
の
居
心
地
は
、
普
通
の
部
屋
に
い

る
と
き
と
比
べ
る
と
心
理
的
ス
ト
レ
ス
が
一

般
病
棟
の
半
分
以
下
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
も
自
分
の
健
康
に

責
任
を
も
っ
て
、
生
活
を
見
直
し
予
防
を

す
る
た
め
の
努
力
が
必
要
で
す
。
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
と
は
、
楽
し
く
健
康
管
理
が
で

き
る
今
の
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ
の
素
晴
ら
し

い
自
然
か
ら
の
恩
恵
、
知
恵
な
の
で
す
。

心
と
体
に
作
用
す
る
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

心
と
体
に
作
用
す
る
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

阪

本

智

子

　

阪

本

智

子

ア
ロ
マ
ト
レ
ー
ナ
ー

ア
ロ
マ
ト
レ
ー
ナ
ー
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随 想
　

平
成
五
年
、
屋
久
島
・
白
神
山
地
が

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

耳
に
し
て
、
北
海
道
が
何
の
動
き
も
出

来
な
か
っ
た
こ
と
が
無
念
で
、
次
は
知

床
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
た

い
と
心
に
決
め
た
。
あ
れ
か
ら
十
年
の

月
日
が
流
れ
た
今
年
、
日
本
政
府
が
、

世
界
遺
産
委
員
会
事
務
局
に
知
床
の
推

薦
書
を
提
出
を
し
た
こ
と
は
、
登
録
へ

の
大
き
な
一
歩
で
あ
る
と
期
待
す
る
。

　

知
床
の
概
要
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

　

知
床
は
、
日
本
の
中
で
原
生
的
な
自

然
環
境
が
保
全
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
地

域
で
あ
り
、
火
山
活
動
な
ど
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
急
峻
な
山
々
や
切
り
立
つ

絶
壁
が
、
今
日
ま
で
豊
か
な
自
然
を
開

発
か
ら
守
り
、
多
く
の
野
生
生
物
を
育

ん
で
き
た
。

　

世
界
で
最
も
低
緯
度
に
位
置
す
る
季

節
海
氷
域
の
特
徴
を
反
映
し
た
海
洋
生

態
系
は
、
陸
上
生
態
系
と
連
続
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
複
合
生
態
系
を
形
成
し
て

お
り
、
知
床
は
そ
の
仕
組
み
を
示
す
顕

著
な
見
本
で
あ
る
。
流
氷
が
運
ん
で
く

る
様
々
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
海
、
川
、

森
の
各
生
態
系
に
わ
た
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
食
物
連
鎖
を
形
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
オ
オ
ワ
シ
、
オ

ジ
ロ
ワ
シ
、
ク
マ
ゲ
ラ
な
ど
の
国
際
的

希
少
種
の
重
要
な
繁
殖
地
や
越
冬
地
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
種
の
存
続
に

不
可
欠
な
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
四
季

の
変
化
の
大
き
い
原
生
的
な
景
観
は
、

優
れ
た
自
然
美
を
有
し
て
い
る
。
知
床

は
、
環
境
省
、
林
野
庁
に
よ
り
各
種
の

保
護
地
域
（
オ
ン
ネ
ベ
ツ
原
生
自
然
環

境
保
全
地
域　

知
床
国
立
公
園　

知
床

生
態
系
保
護
地
域　

国
指
定
知
床
鳥
獣

保
護
区
）
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然

環
境
の
保
全
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
原
生
的
な
自
然
環
境
が
人
為
に
よ

り
破
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で

残
さ
れ
て
き
た
。

　

知
床
は
昭
和
三
十
九
年
に
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
、
今
年
で
四
十
年
を
迎
え

た
。
私
は
こ
の
公
園
を
、
日
本
一
の
公

園
に
し
た
い
。
知
床
で
生
ま
れ
、
育
ち

森
や
川
や
海
。
淋
し
い
時
、
う
れ
し
い

時
、
又
泣
い
た
時
に
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
自
然
。
友
人
も
先
輩
も
皆
、
こ
の

自
然
に
力
を
も
ら
っ
た
。
荒
れ
た
心
の

時
、
一
人
ラ
ウ
ス
岳
の
頂
上
に
立
ち
天

空
を
見
て
、
雲
間
か
ら
見
え
る
下
界
の

な
ん
と
小
さ
な
こ
と
か
。
山
は
無
言
だ

が
、
大
き
な
心
で
い
つ
も
私
に
力
を
く

れ
た
。

　

知
床
が
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
推

薦
決
定
ま
で
の
道
は
、
決
し
て
楽
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
若
い
時
代
は
誰
も

本
気
に
し
て
く
れ
ず
迷
っ
た
と
き
も

あ
っ
た
が
、
私
た
ち
の
故
郷
知
床
を

し
っ
か
り
と
後
世
に
継
承
す
る
目
標
と

夢
を
も
っ
て
、
歩
み
は
遅
く
と
も
一
歩

一
歩
進
み
、
振
り
返
れ
ば
道
は
つ
い
て

く
る
も
の
と
実
感
し
て
い
る
。
や
る
気

が
あ
れ
ば
出
来
る
と
い
う
自
信
に
も
つ

な
が
っ
た
。
知
床
の
世
界
自
然
遺
産
へ

の
登
録
は
平
成
十
七
年
の
六
月
下
旬
で

あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
油
断
は
出
来
な

い
。
登
録
ま
で
に
は
、
ま
だ
い
く
つ
か

の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
国
、
道
、
町
村
で
智
恵
を
出
し
合

え
ば
必
ず
答
え
は
見
出
せ
る
と
い
う
確

信
を
持
っ
て
臨
み
た
い
。

　

斜
里
町
が
遺
産
地
域
を
目
指
し
て

来
た
中
に
、
昭
和
五
十
二
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
『
知
床
で
夢
を
買
い
ま
せ
ん
か
。

百
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
』
が
あ
る
。あ
れ

か
ら
二
十
八
年
を
迎
え
、
植
樹
を
し
た

木
々
は
知
床
の
大
地
に
根
付
い
て
元
気

に
育
ち
、
三
百
年
、
五
百
年
後
、
原
生

の
森
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。こ

の
運
動
は
今
も
続
い
て
お
り
、
全
国
か

ら
五
万
人
を
越
す
人
々
の
善
意
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
、
昭
和
六
十
二
年

の
国
有
林
伐
採
問
題
反
対
運
動
か
ら

学
ん
だ
こ
と
は
、
常
に
将
来
に
向
か
う

大
切
さ
、
目
先
の
利
益
だ
け
で
は
何
も

生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。世
界

自
然
遺
産
登
録
運
動
も
最
初
は
相
手

に
さ
れ
な
か
っ
た
。平
成
五
年
か
ら
は
、

隣
町
の
羅
臼
町
と
共
同
で
運
動
を
ス

タ
ー
ト
、
そ
し
て
十
年
の
月
日
が
発
っ

た
。苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
や
り
が
い
も

あ
っ
た
。熱
意
と
情
熱
が
あ
れ
ば
関
係

す
る
中
央
官
庁
の
役
人
も
政
治
家
も
理

解
し
て
く
れ
る
。そ
の
こ
と
が
大
き
い
。

　

今
、
地
方
は
、
三
位
一
体
改
革
で
揺

れ
て
い
る
が
、
地
方
か
ら
の
ゆ
る
ぎ
な

い
民
を
想
う
心
と
故
郷
を
守
る
精
神
が

全
て
の
首
長
に
あ
る
な
ら
、
答
え
は
明

る
い
も
の
に
見
え
て
来
る
と
思
う
。
来

年
の
七
月
に
は
、
日
本
で
三
番
目
に
な

る
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
実
現
し
て
楽

し
き
乾
杯
が
出
来
る
よ
う
、
全
国
の
首

長
に
『
よ
か
っ
た
ね
！
』
と
言
わ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
最
後
の
頑
張
り
を
続

け
た
い
。

　■
 

知
床
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

北 海 道

 斜  里 町 長
しゃ り

午 来 昌
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厚
生
労
働
省
は
都
道
府
県
別
の
保
険
料

基
準
月
額
と
第
１
号
被
保
険
者
１
人
当
た

り
給
付
額
の
状
況
を
ま
と
め
た
。

　

保
険
料
基
準
額
（
加
重
平
均
）
の
全
国

平
均
は
３
、
２
９
３
円
、
１
人
あ
た
り
の

給
付
額
平
均
は
１
７
、
４
７
６
円
と
な
っ

て
い
る
。
保
険
料
の
最
高
は
沖
縄
県
４
、

９
５
７
円
（
１
人
当
た
り
給
付
額
２
３
、

９
３
１
円
）
徳
島
県
４
、
２
５
１
円
（
１

人
当
た
り
給
付
額
２
３
、
１
２
２
円
）
青

森
県
４
、
０
２
９
円
（
１
人
当
た
り
給
付

額
２
０
、
４
１
３
円
）
の
順
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
最
低
は
茨
城
県
で
２
、

６
１
３
円
（
１
人
当
た
り
給
付
額
１
３
、

３
８
６
円
）
福
島
県
２
、
６
４
０
円
（
１

人
当
た
り
給
付
額
１
４
、
１
３
７
円
）
埼

玉
県
２
、
７
４
１
円
（
１
人
当
た
り
給
付

額
１
３
、
６
３
７
円
）
の
順
と
な
っ
て
お

り
、
最
高
・
最
低
の
格
差
は
保
険
料
基
準

額
で
２
、
３
４
４
円
（
お
よ
そ
１
・
９
倍
）、

１
人
当
た
り
給
付
額
で
１
０
、
５
４
５
円

（
お
よ
そ
１
・
８
倍
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
険
者
別
で
は
、
保
険
料
の
最
高
は
北

海
道
鶴
居
村
で
５
、
９
４
２
円
（
１
人
当

た
り
給
付
額
２
８
、
６
８
９
円
）、
最
低
は

山
梨
県
秋
山
村
１
、
７
８
３
円
（
１
人
当

た
り
給
付
額
８
、
９
６
４
円
）、
給
付
額
の

最
低
は
千
葉
県
下
総
町
で
保
険
料
１
、
７

８
５
円
（
１
人
当
た
り
給
付
額
７
、
８
５

７
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
鶴
居
村

と
千
葉
県
下
総
町
の
格
差
は
保
険
料
基
準

額
で
４
、
１
５
７
円
（
お
よ
そ
３
・
３
倍
）、

１
人
当
た
り
給
付
額
で
２
０
、
８
３
２
円

（
お
よ
そ
３
・
７
倍
）
と
な
っ
て
い
る
。

第
2
期
介
護
保
険
都
道
府
県
別
給
付
額

ま
と
ま
る 

―
厚
生
労
働
省
―

Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
見
直
し
ま
と
ま
る

―
検
討
会
報
告
―

　

全
国
町
村
会
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
で

構
成
す
る
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会

は
、
来
る　

月　

日
に
「
地
方
分
権
推
進

１１

１７

総
決
起
大
会
―
真
の
三
位
一
体
の
改
革
実

現
の
た
め
の
一
万
人
集
会
―
」
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

地
方
六
団
体
は
、
政
府
の
要
請
に
応

え
、
一
致
団
結
し
て
「
国
庫
補
助
負
担
金

等
に
関
す
る
改
革
案
」を
取
り
ま
と
め
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
改
革
案
に
対
す
る

関
係
府
省
庁
の
回
答
は
、
現
行
補
助
金
の

堅
持
や
単
な
る
補
助
率
の
引
き
下
げ
な

ど
、
改
革
の
趣
旨
に
は
程
遠
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

同
協
議
会
で
は
、
本
格
的
な
地
方
分
権

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
生
活
を

守
る
真
の
三
位
一
体
の
改
革
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
分
権
型
社
会
の
構
築
を
目
指

し
、
三
位
一
体
改
革
の
全
体
像
が
示
さ
れ

る
こ
の
時
期
に
、
同
総
決
起
大
会
を
通

じ
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
つ
な
が
る

改
革
を
着
実
に
行
う
よ
う
、
関
係
方
面
に

対
し
て
強
く
訴
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

総
決
起
大
会
に
は
、
全
国
の
市
町
村

長
、
都
道
府
県
知
事
を
は
じ
め
、
地
方
公

共
団
体
関
係
者
が
出
席
予
定
。
ま
た
、
来

賓
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院

議
長
、
総
務
大
臣
の
出
席
を
要
請
し
て
い

る
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
大
会
の
意
義
を
取

り
ま
と
め
た
「
地
方
分
権
推
進
に
関
す
る

緊
急
決
議
」
に
よ
り
、
地
方
六
団
体
会
長

が
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
、
ま
た
、
各
都
道

府
県
の
六
団
体
の
代
表
者
は
、
地
元
選
出

国
会
議
員
へ
同
決
議
の
実
現
を
求
め
、
実

行
運
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
方
分
権
推
進
総
決
起
大
会
を
開
催

　

農
水
省
の
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
あ
り
方
検

討
会
」
は
、
食
と
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

に
資
す
る　

世
紀
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
を
目
指

２１

し
た
最
終
報
告
を
公
表
し
た
。　

　

報
告
に
よ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
（
任
意
）

の
あ
り
方
は
、
①
個
々
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に

つ
い
て
を
製
品
の
特
色
を
明
確
化
し
た

「
特
色
規
格
」
か
、
取
引
の
合
理
化
等
の
観

点
か
ら
標
準
と
な
る
定
義
・
品
質
を
示
し

た
「
標
準
規
格
」
か
に
区
別
し
、
制
定
・

見
直
し
を
行
い
、
②
「
流
通
」
の
基
準
も

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
取
り
込
み
、
積
極
的
な
情

報
公
開
に
資
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
を
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
認
証
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
行
革
の
流
れ
に
対
応
し
た
信
頼
さ

れ
る
認
証
制
度
の
整
備
と
し
て
、
①
大
臣

の
代
行
で
は
な
い
「
民
間
機
関
」
と
し
て

事
業
者
を
認
定
、
②
事
後
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
整
備
、
③
認
定
を
受
け
た
事
業
者
が
Ｊ

Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
を
貼
付
す
る
制
度
へ
の
一
本

化
と
問
題
発
生
時
の
責
任
を
問
い
う
る
仕

組
み
へ
の
移
行
、
④
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
国
際
基
準

に
よ
り
登
録
審
査
を
行
い
、
制
度
同
等
性

の
要
件
は
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
。

　

品
質
表
示
基
準
（
義
務
）
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
明
確
で
信
頼
さ
れ
る
表
示
制

度
の
充
実
を
目
標
と
し
、
①
個
別
品
目
の

表
示
ル
ー
ル
の
必
要
性
を
精
査
し
、
一
般

的
な
表
示
ル
ー
ル
へ
の
整
理
統
合
の
可
能

性
を
検
討
す
る
ほ
か
、
②
消
費
者
に
重
大

な
誤
認
が
生
じ
る
場
合
の
み
、
個
別
品
目

の
厳
格
な
名
称
規
制
を
存
続
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
時
の

表
示
規
制
の
あ
り
方
、
④
表
示
の
根
拠
書

類
保
持
の
義
務
付
け
も
指
摘
し
て
い
る
。
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▲洋室ツイン 

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」  3番出口徒歩1分 
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩5分 
■タクシー　東京駅から約20分 

全国町村会館へのアクセスガイド 

東京観光地へのアクセスガイド 

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。 

ご予約・お問い合せは 

▲洋室シングル ▲洋室ダブル 

TEL：03（3581）0471
〒１００-００１４ 東京都千代田区永田町1丁目11番35号　 

FAX：03（3581）0220 
 

シングル 119室 

平日料金  9,817円（税・サ込）より 

ツイン 17室 
平日料金  18,480円（税・サ込）より 

2名利用 

ダブル 12室 
平日料金  13,282円（税・サ込）2名利用 

●土・日・祝日のご宿泊は、平日料金の20%OFFでご利用いただけます。 
●金曜のご宿泊は、平日料金の15%OFFでご利用いただけます。 
 

土・日・祝日はリーズナブルに 

● 東京ディズニーランド/地下鉄永田町駅からＪＲ舞浜駅まで約34分 
● 浅草/地下鉄赤坂見附駅から浅草駅まで約27分 
● 東京タワー/地下鉄永田町駅から御成門駅まで約25分 
● 東京ドーム/地下鉄永田町駅から後楽園駅まで約10分 
● 東京都庁展望台/地下鉄赤坂見附駅から新宿駅まで約10分 

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html　 

ゆとりとやすらぎのひととき 
ご家族でのご利用に便利な、ダブルベッドルームをご用意いたしました。 
また、お一人様でゆったりとお過ごしいただくのに最適です。 

※1名利用の場合11,072円（税・サ込） 

金曜日料金 

土・日・祝日料金 

ダブル　 11,289円 （税・サ込） 
※1名利用 9,326円 （税・サ込） 

ダブル　 10,626円 （税・サ込） 
※1名利用 8,778円 （税・サ込） 

金曜日料金 

土・日・祝日料金 

ツイン  15,708円 （税・サ込）より 
 

ツイン  14,784円 （税・サ込）より 
 

金曜日料金 

土・日・祝日料金 

シングル 8,344円 （税・サ込）より 
 

シングル 7,854円（税・サ込）より 

ご家族の皆様方も 
割引料金で 

ご利用いただけます。 


